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京都府地震被害想定調査

の視点について
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○府内の活断層及び南海地震の被害を想定

　＜想定項目＞

　　　【定量的評価】　　・震度、最大加速度、液状化危険度

　　　　　　　　　　　　　　・市町村ごとの死傷者、避難者、全壊家屋、炎上出火件数など被害数量

　　　【定性的評価】　　・ライフラインや道路、交通被害

平成９年度被害想定

○府域全体の被害傾向を把握、この想定に基づき各種防災対策を実施

　　・防災基盤施設の整備（地震防災緊急事業五箇年計画、地上系及び衛星系防災情報システムの整備等）

　　・初動体制、広域的応援体制の整備（近畿２府７県相互応援協定、緊急消防援助隊受援計画策定）

　　・緊急医療体制の整備（基幹災害医療センター設置、医療品等資機材の備蓄）

　　・被災者支援体制の整備（生活必需物資の備蓄）

　　・防災訓練の実施
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社会基盤施設の管理部局における活用方法

津波波高津波の影響度その他

震度対策工事実施の優先度
検討

土砂災害

時刻歴波形

最大加速度

加速度応答スペクトル

ＳＩ値

耐震補強の優先度検討道路

震度、最大速度

液状層厚

各管路の被害想定ライフライン

必要となるデータ活用内容施設

【想定項目】

　地震波形、計測震度、最大加速度、最大速度、最大変位、ＳＩ値

　液状化層厚、津波波高
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【ソフト対策整備】

応急対策体制の充実・整備

【ハード対策】

効果的な基盤施設の耐震化
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象
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地震被害想定調査で対象とする地震及び対策の目標


